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六
月
一
三
日
、
新
橋
支
部
は
恒
例
と
な
っ
て
い

る
「
組
織
拡
大
地
区
三
役
・
分
会
長
会
議
」
を
芝

弥
生
会
館
に
て
開
催
し
た
。

　

今
年
は
三
月
一
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
当
日
の
午
前
中
に
分
会
長

会
議
を
開
催
。
終
了
し
た
一
時
間
半
後
に
地
震
が

発
生
。
春
の
支
部
統
一
行
動
も
中
止
。
そ
れ
以
降

三
ヶ
月
ぶ
り
の
機
関
会
議
で
あ
る
。

　

準
備
も
十
分
で
な
い
中
、
全
体
で
七
二
名
が
参

加
し
全
体
・
分
散
会
で
議
論
し
て
き
た
。
会
議
の

冒
頭
、
市
川
副
委
員
長
の
哀
悼
の
言
葉
の
あ
と
、

全
参
加
者
で
三
・
一
一
の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

犠
牲
者
の
皆
様
に
一
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

　

上
部
機
関
か
ら
東
日
本
本
部
・
高
野
委
員
長
、

東
京
地
本
・
松
川
書
記
長
、
交
運
共
済
事
業
本
部
・

竹
内
推
進
部
長
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

　

全
体
会
議
で
は
渡
辺
組
織
部
長
か
ら
「
震
災
の

関
係
も
あ
り
十
分
な
意
思
統
一
も
出
来
な
い
中
、

今
年
は
新
規
採
用
者
・
Ｇ
Ｓ
社
員
配
属
対
策
の
行

動
を
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
昨
年
を
三
職
場
上
回

る
一
〇
分
会
の
職
場
取
り
組
み
が
さ
れ
た
」と
報
告
。

　

午
後
か
ら
の
分
散
会
は
、
八
分
散
会
に
分
け
議

論
を
し
て
き
た
。
今
年
の
分
散
会
は
同
一
系
統
・

同
一
職
場
を
止
め
、
議
論
が
で
き
る
七
～
八
名
に

抑
え
開
催
し
た
。
分
散
会
後
、
全
体
報
告
集
会
を

開
催
し
、
交
流
会
で
各
地
区
協
ご
と
参
加
者
を
紹

介
。
最
後
に
谷
崎
委
員
長
の「
団
結
が
ん
ば
ろ
ー
」

で
明
日
か
ら
の
職
場
運
動
を
確
認
し
あ
っ
た
。

東
京
地
本
青
年
部
・
青
対
委
は
六
月
二
〇
日
、

月
一
で
開
催
し
て
い
る
青
年
・
青
対
例
会
を
地
本

会
議
室
で
開
催
し
た
。

ク
イ
ズ
形
式
で
東
日
本
会
社
就
業
規
則
か
ら
有

給
休
暇
・
無
給
休
暇
を
学
習
。
ま
た
、
上
部
機
関

の
東
日
本
青
年
部
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
東
日

本
で
の
青
年
部
の
状
況
と
青
年
部
定
期
委
員
会
に

向
け
た
報
告
を
受
け
た
。
そ
の
後
第
二
部
の
交
流

会
に
移
り
、
参
加
者
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
仲
間
と

の
交
流
を
深
め
、
次
回
に
繋
げ
る
事
も
確
認
し
た
。

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国
労
東
京
家
族
会

　
　
　

総
会
開
催

青
年
部
が

定
例
交
流
会
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国
労
家
族
会
東
京
地
方
連
合
会
は
六
月
一
九

日
、
東
京
地
方
本
部
会
議
室
を
会
場
に
、
第
五
六

回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
青
柳
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま

り
、
宮
﨑
組
織
部
長
の
あ
い
さ
つ
と
情
勢
報
告
の

あ
と
、
経
過
報
告
・
活
動
方
針
案
に
つ
い
て
討
議

し
た
。
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
、
不
採

用
問
題
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
、
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
運
動
、
そ
し
て
家
族
会
活
動
の
さ
ら
な

る
強
化
な
ど
、
当
面
す
る
取
り
組
み
に
全
力
を
あ

げ
る
こ
と
を
全
体
で
誓
い
合
い
閉
会
し
た
。

東
京
地
方
本
部
は
六
月
二
〇
日
に
、
夏
の
国

労
東
京
野
球
大
会
に
向
け
、
国
労
東
京
審
判
団
を

は
じ
め
、
各
地
区
本
部
・
支
部
、
参
加
予
定
チ
ー

ム
の
代
表
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
キ
ャ
プ
テ
ン
会

議
を
開
催
し
た
。

　

対
戦
組
み
合
わ
せ
を
は
じ
め
、
選
手
宣
誓
チ
ー

ム
な
ど
を
決
定
し
、
昨
年
の
経
験
な
ど
を
ふ
ま

え
、
注
意
点
や
問
題
点
を
話
し
合
い
会
議
は
終
了

し
た
。

一
回
戦
・
二
回
戦
　
　
　
八
月
四
日
　
（
木
）

準
決
勝
・
決
勝
・
三
位
　
九
月
一
日
　
（
木
）

予
備
日
　
　
　
　
　
　
　
九
月
一
五
日
（
木
）

場
所
・
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場

開
会
式
・
八
月
四
日
　
　
一
〇
時
よ
り

野
球
大
会
キ
ャ
プ
テ
ン

会
議
を
開
催
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国
労
東
京
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、

Ｊ
Ｒ
病
院
分
会
で
す
。
私
た
ち
の
分
会
は
、
組
合

員
七
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
割
民
営
化
以

降
組
織
拡
大
は
出
来
ず
退
職
者
を
迎
え
る
た
び
に

減
少
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
組
合
員
は
全
員
看
護

師
で
、
外
来
に
二
名
、
病
棟
に
五
名
勤
務
し
て
い

ま
す
。
年
齢
も
今
年
度
か
ら
全
員
五
〇
代
と
な
り

ま
す
。

　

活
動
は
、
毎
月
二
回
の
執
行
委
員
会
を
全
員
対

象
に
開
催
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
夜
勤
も

あ
り
全
員
揃
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
三
名
か

ら
四
名
の
参
加
で
行
っ
て
い
ま
す
。
所
属
し
て
い

る
勤
務
個
所
で
の
状
況
報
告
、
問
題
点
は
無
い
か

な
ど
出
し
合
い
、
職
場
で
声
に
し
て
い
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
交
流
は
、
中
々
も
て
ず

上
部
組
織
の
婦
人
部
が
主
催
す
る
交
流
会
や
、
支

部
の
主
催
す
る
行
事
に
参
加
呼
び
か
け
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
一
月
よ
り
病
院
の
夜
勤
体
制
は
、
三

交
代
勤
務
と
二
交
代
勤
務
の
二
つ
の
勤
務
体
制

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
交
代
勤
務
は
、
日
勤

（
八
：
三
〇
～
一
七
：
〇
〇
）
準
夜
勤
（
一
六
：

～
二
三
：
四
五
）
Ｗ
勤
（
八
：
三
〇
～
一
七
：

〇
〇
、二
三
：
三
〇
～
九
：
〇
〇
）。
二
交
代
勤

務
は
、
日
勤
（
八
：
三
〇
～
一
七
：
〇
〇
）、
準

夜
勤
と
深
夜
勤
務
を
あ
わ
せ
た
一
七
時
間
勤
務

（
一
六
：
三
〇
～
翌
朝
九
：
三
〇
）
と
い
う
長
時

間
勤
務
で
す
。
病
院
側
は
、
今
後
二
交
代
勤
務
病

棟
を
拡
充
し
て
い
く
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。
三

交
代
勤
務
と
、
二
交
代
勤
務
に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
病
棟

ご
と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
分
会
で
は
特

徴
に
合
っ
た
勤
務
体
制
作
り
を
す
る
必
要
も
議
論

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
要
員
増
を
考
え
な
い
ま

ま
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
し
っ
か
り
要
員
要

求
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
病
院

は
、
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
で
看
護
補
助
者
を

一
般
病
棟
に
配
置
し
よ
う
と
募
集
を
し
て
い
ま

連載企画
分会紹介

Ｊ
Ｒ
病
院

2 7

分会

　

六
月
一
一
日
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
多
数
の
団

体
の
主
催
で
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
発

生
か
ら
三
カ
月
を
迎
え
て
、
脱
原
発
を
求
め
る

「
一
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
全
国
で
行
わ
れ

た
。

　

東
京
地
本
は
、
芝
公
園
二
三
号
地
で
の
集
会
に

参
加
し
た
。
当
日
は
、
福
島
現
地
か
ら
も
四
〇
名

が
参
加
し
、
地
震
・
津
波
・
原
発
・
風
評
等
の
被

害
状
況
報
告
を
生
々
し
く
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
六
〇
〇
〇
名
の
参
加
者
で
芝
公
園
か

ら
東
電
本
社
前
を
通
り
東
京
駅
近
く
の
常
盤
橋
公

園
ま
で
、
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

す
。
看
護
師
の
定
員
以
外
に
配
置
す
る
な
ら
い
い

の
で
す
が
、
看
護
師
の
欠
員
を
解
消
し
な
い
で
配

置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
な
ら
問
題
で
す
。
今

後
の
動
向
を
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

病
院
の
状
況
は
、
支
部
に
も
報
告
し
て
い
ま
す

が
、
支
部
、
病
院
分
会
に
は
団
体
交
渉
権
が
無
い

た
め
、
病
院
の
問
題
は
、
本
社
・
国
労
東
日
本
本

部
間
で
交
渉
し
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
の
で
す
。

　

組
織
問
題
で

は
、
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
減

少
す
る
だ
け
で

拡
大
は
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
組

織
拡
大
は
、
大

変
難
し
い
問
題

で
す
。
個
々
の

組
合
員
が
日
々

職
場
の
中
で
会

話
に
取
り
組

み
、
仕
事
を
通

じ
て
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら

取
り
組
め
た
ら

い
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  

◆掛金は？  １口２５０円・半期（半年）で１，５００円。６口まで加入できます。 

◆給付金は？ 病欠で１口につき１日１，０００円（３日目までは１，５００円）給

付します。※３００日を限度に給付 

◆長期療養見舞金は？  連続して病欠となった場合、１口につき、１５日以上３，

０００円、６０日以上５，０００円、９０日以上１０，０００円を給付します。 

◆万が一の時は？  万が一組合員に不幸があった場合、死亡弔慰金１００，０００

円を給付します。   （２０１１年７月１日現在） 

    ※詳細については国労東京互助会までお問い合わせ下さい。  

公衆電話 03―3806―9264 

         鉄道電話 054―  2548

脱
原
発

集
会

６・１１

場所別途

9 月 6日
　～7日

第25回
東日本本部
　　　大会

発明会館

9 月 17日
　～18日

第62回
地方大会

場所別途

7 月 28日
　～29日

第80回
全国大会
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